
高地 ト ニ一 ガく ず ン ビ ア） の  
占 し、良市の対策霊  

－1つのテク スト ー  

出口 顕  

はじめに  

南部アフリカのザンビアで、高地トンガ族（Plateau Tonga、主  
にXazabuka、Xonze，Choma．監aloJnOのDistricts に居住、カリ）＜瀞の  
周囲に居住するダウ王ンペ・トンガ銅e皿be Tongaとは文化的に区別  
さ九ている）の調査に従事していた時、彼等のホームステッドの庭  

の片隅に、小さな小量や、葉の茂っていない木があるのをしばしば  

目にした。こ九らは皿alende と乎は九るもので、その所有者（管理  

者）に憑依した精霊を患撫L、祀るための屑である（写真 6）。   
皿alemde をつくるに至る過程は概ね以下の様なものである。   
1．まず体調がくずれたり、病気になる。   
2．そこで病人は病院へ行くが、回復Lない。ここでいう病院と  

は、ヨーロワパ医学の教育を施された医者や看護婦等が治療にあた  

る医療機関であり、後述の皿un’angaに代表さ九る伝統的な医球体系  
とは明確に区別き九ている。なお、ザンビアの病院は社会主義の共  

和国故、兵科である。   
a．病院へ通う時期と前後して、白い服あるいは黒い服を着た人  

間の夢を見る。夢の中に豊壌した人物は病人にその病気が回復する  

であろうと告げることもあるという。この様な夢虻見ると、病気が  

伝統的なもので、精霊が憑依Lたことが原因ではないかと人々は考  

える様になる。この様な場合、病気は身体全体あるいはその一部の  

痛み（1using8）として語ら九る。トンガの人が上く言及する痛み  

は「胸の痛み」、「関節の塙み」等である。   

4．そこで人々は占い師（呪医、伝統的治療者ともいう、トンガ  
語ではmun’anga，複数形はban’anga）のところへ占い及び治療を受  
けにいく。   

5．占い師は、どのような精霊が憑依して病気になったかを明ら  
かにしてみせる。場合によっては、占い師に相談せずとも、どうい  

う精霊が憑依したのか自分で解り、とりたてて占い師のところへは  

行かないという。  
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8．占い師は藻を与えて病人を袷宿するとともに、皿alende のつ  

くりかたを数ぇる。占い師の薬は、西洋庭草に則った病院で与えら  

れる薬とは異なり、伝統的なもので、主に木の娘を原料とする。ト  

ンガ語では薬のことを皿uSa皿u（複数形は皿i5a皿u）というが、同時に  

それは禾を意味する。占い師たちはプッシiへ出かけて薬になる未  

の根を撮りおこL、それらを煎じて患者に服用させたり、患者の身  
体にふりかけたりするのである。   
T．占い師の治療を受け、malende のつくりかたを教わった病人  
は、自分のホームステッドの一画に山alende をつくって、親族、隣  

人を呼びあつめ、敬、抽りの席を設ける。この頃には病人の症状も  

完結しないまでも少しは回復Lている。皿alende は、ホームステッ  

ドの西側に、中庭を挟んで住居と向い合うようにつくら九る。トン  

ガの伝度胸住居は西向きであるが（西が生の方向、東が死の方向と  

いわれる）、皿alemde は東向きにつくら九る。高さ駒70qれ家屋風の  

ものだけ、あるいは葉のない尖った枝先の未（1▼iindiとも呼ば九  

る）のものだけをしつらえる者もい九ば、両方をセットにする青も  
いる。家屋風のでは、小量の入口が東に面Lた－ケ所だけのものと  
東西両方についているものとがあモh ＝後者については、精霊は風の  
上うにどこへでも行き、どこにでもいる存在だから、一ケ所だけに  

いるのは良くない、それで二つ出入口をつくって精霊が自由に皿邑1e  

nde を去来出来る上うにするのだと、ある占い師は括ってく九た。  

皿alendeの内部、モの周辺には、水の入ったコップ、鍬の刃、逆さ  
にLた壷等が置かれている。病気や災疫が逃げないょうに、それら  

を退きにLた壷に封じ込めておくのだという。   

8． 7．の婁（的1ende のお披露目でもある）のとき、病人は踊  
りの最中にトランスに陥ることがある。この婁では、山羊、鶏が殺  

さ九て食べられるが、これらの動物の血をのむこともある。この宴  

のときに、病人は黒い服、白い服等を用意してぉく 上う占い師に言  

わ九る。   

g．病気が快方に向い、病人に霊力があ九ば、自分で今度は占い  

師になる。彼のもとには、憑依Lている精霊がその夢の中に現れ、  

占い師のもとな訪九る患者の病気を治療するのに、また占い師自ら  

の体調の回復に必要な薬（未の根）を告げるのである。  

占い師はこの様に伝統的なコスモロジーを自らの活動の背景とし  

ており、その点で西洋医学と対立しあうと言えるが、ザンビアの国  

家体制の中で占い師は全く排除・抑圧きれていろかというとそうで  
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もない。西洋医学が解釈できない様々な病気や悩みに伝統的た占い  

師が効力をもつことをザンビア政府も認めている。それゆえ政府は  

占い師に封Lて「∈∃家試験」を課し、その試験に合格す九ば、政府  
発行の許可証（1icense）が与えられる。占い師はAfrican doctor  

あるいはtraditionalhealerとLてその活動が公認さ九るのである。  

許可証をもった占い師の名声は高く、単に自分の出身村落・部族だ  
けでなく、ザンビア国中を回って清原活動に従事L、多額の治療費  

や診察費を請求することが出来るのである。   
それとは別に、許可証をもたない占い師もいる。彼等の活動は近  

隣レベルに限定さ九ており、遠方に住む他部族の昔が彼等を訪れる  

ことはまザない。彼等が請求する占い代、診察料も、許可証をもつ  

占い師に比べれば、はるかに少額である。   

本稿で取り上げも占い師は後者のタイプに属する。差昔は高地ト  

ンガの地に滞在中に、Ⅱほ1ende をもつ10数人の人々のもとを訪れ、  
皐の憑霊体島について、インタビューした。■彼等のうちすべてが、  

maユ印de 奇つく った後、 占い師とLて活動しているわけではなく、  

占い師としての活動を 休止している青もいる。以下に 登場する  
帖血iyoba（国家尭行の身分登録証に記録き九ている名前は肌tinta  

Selina Chl皿bokaila）は、筆者調査時も占い師としての活動を続け  

ていた。 彼女は1g41年生まれで、調査当時は lon五色 nistri亡t  

の糎叩qjel台村に住んでいた。筆者に彼女のことを敢えてくれたの  
は∴蟄者が滞在していた肋yaba随一dの地区議会の書記を瑛めてい  
たPatrik Nkeete氏である。彼の親族の少女が1986年 7月に死亡L．  
その葬儀が行なわれたとき、彼女の死の原因が間恩となった。揖族  
のゴ具のだれかによる邪術のせいではないかという疑いが出され、  

その点を確かめるべくナチヨパのもとに使いが走った。彼女の占い  
の内容がいかなるものであったかは残念ながら詳細に確認できなか  

習たが、かなり説得力のあるものであったらしい¢ そこでパトリッ  

タの案内兼通訳で、1988年9月23日にナチヨバを訪れ、その憑霊体  

掛こついてインタビューを試みた○   
彼女に関して特筆しておかなければならたいのは、以前に筆者が  

訪問Lた人々とは異なり、実際にその場でトランス状態に陥り、憑  
霊してみせてくれたことであろく懲悪は肉体的に苦痛であるらしく  

最初彼女は我々の頼みに応えるの竜渋っていた）凸冒頭に述べた1  
から gまでの概略についてナチヨパの場合はどうであったかを確認  

すべく、憑霊中の彼女に質問していったのだが、このとき、ナチヨ  

パの口を通して様々な精霊が語りかけてきたのである。  
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バトリ ックの通訳はほぼ正確であったのだが、彼は憑霊中のナチ  

ヨバが語る「私」を憑俵霊ではなくすべてナチヨバ自身と与なすと  

いう決定的な誤解をしたので、彼の翻訳にはちぐはぐなところが生  

じてLまウた。そ九ゆえ、筆者の質問とナチヨパの答えには、旨く  
噛み合わないところがいろいろみられる。これらは、ザンビアの首  

都ルサカに居住しているトンガ人の友人、Steve Cboongo 氏に上つ  

て指摘さ九た。ステイーゲは、筆者が録音Lたチープ奮圃き、再度  
翻訳LなおLてく九ただけでなく、その都度ナチヨバの語りにコメ  
ントをつけてくれた（テクスト中に［……S．C．］とLて表示）。以  

下がその8本講釈である。  

【テグスり   

陶亡hiy¢ba ヱ（ポップ、フォーという昔を出Lながら〕そ九ではこ   

の男（出口 靭、以下鼻・ロ・とする）は破ら（精霊たちのこと）が  
軋のところ にやってくるのヰ葺万でいるんだね○ そして彼らがい  
うことを彼 のあの小さな機械（カセy吏ビゴ叫ダーのこと）に記  
録Lておヱ  うというんだね。  

Patrik Nkeet¢‡そうだ上。  

帖∴分かった。あんたたちは破らがやってきたのを自分の耳ヤ聞く   

だろう上（イィー、アーという声あるいは昔）。  

P・叩，に上るA・D・のための英訳  

¶aは横たわフていて白い布を怒っている。＝彼女はイー、  
ブィー 、イエーーオという声をあげている。彼女の声が  

変わってきた○ イーーー、サルサルウル、ドサツプ、  

サルサルウル、嘆声、デイブ、デイブ、ヒューという  

口笛（写真l）   

Ⅳ且・：（精霊たちが話Lている）お前たちが要求したので私たちはや   

ってきた0挨拶するから恐がらすに応えて改しい。お前たちを傷   

つけるためにやって音たの剖主ないのだ。お前たちが我々を招い   
たのだから節々はお前たちの友達だ。   

［steve鞘ロOngOに上るコメント：精霊たちがやってくる時、彼ら  

は乱暴なのだfyiolent）］どうか応えてく九。元気かい。  
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P．ⅣE．：元気だ上。  

Ⅳa．：変わりはないかい。  

P，ⅣE．：変りはないよ。そっちほどうかね。  

Ⅳa∴ 元気だ上。［精霊たちが 元気なのであって、霊媒である   
甑亡biyobaが元気であるというのではない一一－S．C．］   

私たちの所へ上うこそ。親愛なる兄弟たち上．私がするこのさき   
やかな仕事は、私が学んで来たところのものだ。もうすぐ彼等が   

やってくる。その経験にお前たちが興味を持っているあの彼等だ。   

［ここでいう「私」とはある精霊のことであり、「彼等」とは別   

の精霊たちのことである。「彼等」が来ると「私」は「彼等」か   

ら放免さ九る（追い払わ九る）。この時ナチヨ■ノヾは苦Lそうな曹   

（声）をあげていた。何故なら「彼等」に上って、別の「重き」   
が加えら九たからだ。精霊が彼女の中に入ると、彼女は肉体的な   

難儀を経験する。というのは、精霊の重さが彼女にはとても堪え   

ら九ないからだ。－一－S．C．］   

まもなくやってくる着たち（精霊）は、私以上にずつとこの仕事   
（divination）に経験を積んでいる。彼等は尭ず短い歌をうたい、   
そ丸から挨拶するだろう。（ハーハーという喘ぎ）彼等の挨拶が   

すんだら、お前たちは私の親愛なる兄弟姉妹たちに何を質問して   

もかまわたい。［兄弟姉妹たちとは精霊たちのことをいう。彼等   

は「私」ととても仲良Lで「私」には害を加えないのだ。－一岬   
S．C．］   

皆きん、私は自分の役目を終えた。ずっと経験を積んだ看たちが   

到着Lた。恐がることはない。知りたいことを尋ねなきい。上け   
九ば軋はこのへんで退散しょう。  

ナチヨバの声の変化、手をたたく昔  

P．甘臥 に上る英訳  

口笛［牛追いの時に吹く－－一S．C．］＠  
パパパパパ、ブルプルブル、ビャビャビャ［沢山の牛を  

飼っていろ男の昔－－－S．C．］  

ハツハツハブ（笑い声）ビヤ・一∴ プルプルブル、ンー  
・－・■■    ハ ■・■   ・■・■・■・■■■－  ヽ   

Na＝（歌）Lukunib8Citanda〔FireTOOd on the storage points］．   

Lukunibala bacitanda－－一一－ （repeating）［人々が牛を追，？reい  
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る時の歌、今彼等は牛を追っていて、まだ我々のもとに看いては   

いないという憲一一冊S．C．］   

（別の歌）Lukunibacitondo－－－－－（repeating）［意味不明］  
口笛、プルブルブル、ビャビヤビヤ、ハツハツハツ ーヒッヒツ  

ヒツー（笑い）  

Ⅲa∴元気かね。 ［「彼等」が着いたのだ、ナチヨバの声が以前の精霊   

の時とは変わっている－－－S．C．］  

P．I柑．and A．D．：ええ、元気です。  

Na＝ 変わりはないかね。  

P．Ⅳ∬．a月d A，p∴ ええ、何も。二お元気ですか。  
Ⅳa：我々は皆元気だ。［最初に憑依した精霊は女で高地トンガ出身   

である。彼女はこう言ったのだった。¶de kana ka皿uShi皿bi．私   

は或る女の娘である。LかL、これ以上の自己紹介はしなかウた。   

今彼女に憑依Lている精霊たちはレンジェ（Lenje）出身である。   

使用Lている言語でわかる。－－－＄．C・］   

プルプルブル、へツへツへ・7、もL我々が歌をうたいだしたらど   

うするね。ちやんと応えられるのかね。我々はお前たちに正直に   

話Lてもらいたい。  
P．ⅣE．：はい。  

帖．＝真面目な討論のためにここにやってきたのだろう。  

P．Ⅳg∴そのためにここに来たんです。  

Na∴お前たちは本気かい。歌をうたうことができるのかい。我々が   
レンジユの土地でうたっている歌をお前たちがうたえるとおもう   

かね。  

P．N鼠．：はい。  

ナチヨバの家族の女が入ってくる。   

Ⅳa∴乱の家はレンジェの土地にある。私は首長ムクエだ。［レンジ   

ュは初めはCentralProvinceにいた。首長ムクニは首長モンゼの、   
兄弟であり、分かれてレンジェのところに移動した。もともとは   

首長ムクニは沢山の牛を持っていて、人々に分け与えることがで   

きるく らい裕福だった。ビヤビヤビャという昔はこのことを表わ   

している。－れ－S．C．］軋はムクエだ。：分かったかね。私がムク   

エであることをお前たちは分かっただろう。［レンジュ語で話L   

ている。－－－S．C．］  

P．ⅣⅩ．：はい。  

24   



P．Ⅳ臥 に上る英訳  

ル、ル、ル、ル、ルー、ビャビャビヤ、プルプルプル、  

の昔   

Ⅳa・＝（歌）［1］Ndali皿a kute皿baula，nenina baa皿a（chibengelele．   

cbibengelele－－一 繰返L）  
［2］Ndalima kute皿b且ula，nenina皿ukova（chibengeleleを繰返L）  

［3］ⅣdaliⅢa kuteIbbaula，nenina nukaintu（chibengelele の繰   

返L）  

［4］Ⅳdali皿a kutembaula．nenina bantu（chibengeleleの繰返し）  

［5］Ⅳdali皿a kuteEAbaula．nenina batu皿bu（chibengeleleの繰返L）   
亡6］Ⅳd且1in8 kulila，nenina batu皿bu（chibenelele の繰返し）  
［T】Ndali皿a kYita，nenina batunbu（chibengelele の繰返L）   

［steYe Choongoに上るコメント。［1］の意味－”一私は母親がいない  

のを嘆くのに痩九た。Chibengeleleとは鳥のことで、Lつく いの上  

うな巣を作る。雛はその中に安全に囲わ九ている。［2］－－一私は全く  
親戚がいないのを喋くのに疲れた。［3トーー私は妻がいないのを嘆く  

のに痩九た。［4］－－一私は人が証もいないのを嘆くのに疲れた。［5ト  

ー一弘は子供のいる女（妻）がいないのを嘆くのに痩九た。［6ト＝私  

には自分の子を生んでく九た女がいないのを泣き悲Lむのに痩九た。  
［7］一＝私には自分の子を生んでくれた女がいないと叫ぶのに疲九た。  

首長は実際にはこうLた問題で悩んでいるのではない。彼は人々の  

間馬を代弁しているのだ。］  

口笛、咳、 ビヤビヤビヤ etC．   

帖∴軋はチタンダだ。私はレンジェである。［精霊は自己紹介Lて   

いる。 チタンダは最初の首長ムクエ（Cbief Xukuni）の個人名で   
ある。－－－S．C．］イヒヤ、イヒヤ、イヒ十、ヒ；し－－、ブルブル   
ブル、へツヘツへ・ツー。どうか我々を大目に見て欲しい。我々は   

今昔いたところだ。この女が、彼等が話Lていた有名な女だ［女   
とはナチヨバのこと、彼らとは憑依†ノていた別の精霊のこと一－   

－S．C．］。我々は話すペきことについて注意深く聞いておかなけ   

ればならない。彼女たち（小壷の外にいるナチヨバの身内の女た   
ち）をそばに乗る上うに呼んでく九ないか。歌をうたうのに手助  
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けしてほしいと彼女たちに頼みたいのだ。  

ナチヨパに憑依Lた精霊たちは側に来るょうにと外にい  
る女たちに楯んでる。  

P．I柑．に上る英訳。ナチヨノヾの集い、口笛   

Na．：（歌）Sokolole皿8nyanga mul丘bona［お前たちにも納得が出来   

るょうに私の持っているありったけの占いの力を出Lて見せ上う］   

ああ、だめ、だめ、だめ、外にいる連中をもっと側に来させなさ   
い。（歌）S（）koloe manyanga的bona ka血bola kanbola－一－〔れ川   
s¢e，You come－一｛S．C．】，皿ubambane皿uba山ane一－－［急げ、急げ   
ー－ －S．C．1  

T．（家に入ってきた女）：精霊たちは私をぷつんじゃないの。［憑   

依する精霊たちは時にとても乱暴になることがある。女はそ九を   

恐れているのである－一一S．C・］  

Ⅳa∴違う、違う、違う。私は［憑依Lている椅霊のこと一一－S，亡．］   
ぶったりなんかしない。何故お前をぶたなけ九ばならないんだ。   

［ナチヨバと精霊は今や一体化Lている。つまt」、物理的にぷつ   
ことができるのはナチゴバであるが、Lかし「私」といワている   

のはナチヨバではなく精霊である。－－－S，C．］急ぎなきい。私   

は立ち去りたくなる上。  

甘∴ 何故。何故そんなにすぐ立ち去りたくなるんですか。  

抽∴私は去らねばならない。何故私は苦しむんだ。何のために私は   

苦しんでいるんだ。  
†．：だけど私たちの客人に会いに宋たのを忘九たのですか。  

N8∴おやそうだったね。  

乱：■彼は会いたがっている。  

陶∴彼が会いたがっているって？彼は何が望みなんだい。何故そん   

なに物珍Lく私を調べたがるんだい［「披」とはA．D．のこと。精   

霊はここでは冗紋日調で話している］。  

甘．：櫨はあなたに贈り物をするつもりなんです。  
肌ト：どんな贈り物をくれるというんだい。私は贈り物をもらいにき   

たんじゃない。私を怒らせろな。私は非常に残酷な男なんだ。こ   

の樺が百に入らないかい。これを使って大けがきせることもでき   

るんだ上。彼をぷつことができる。彼をぷつことができる。彼を   

ぷつことができる。なあ、冗談ではないんだ上。ここに棒があろ   

のがわかつていないようだね［と冗諌をいっている。］  
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甘∴（P、妊麗、と九・ローに向かつて）後で故に（精霊のこと）贈り物をす   

るのです上（笑いながら）。  

帖∴お前をぷつちまう上、お前をぷつちまう上。お前は私の言ウた   

とを冗談と受け取ったようだね。お前をぷつことができるんだ上。   

私がどこから来たのか知っているのかい。私はチリンディから卓   

たんだ上［チリンディとはダウ王ンペ峡谷にある場所であろ。言   

誇はダウェンペ・トンガ語が今譜き九ていて、女の精霊がLヤペ   

っている。今話しているのはチタンダではない。－－－S．C．］。   

お前をぷつよ。私は気にしない上。私は気にLないよ。お前たち   

は皆子供だ。何故こんなふうに私を困らせるんだい。  

†‥P．聞∴ いいえ、彼はあなたに贈り物をするつもりなんです上。  

ナチヨバのブル、プル、ブル、という声。   

Ⅳa．：私はチリンディから乗た女、クリバンダだ。この樟が目に入ら   

ないか。この樟でお前をぷつことができるんだよ。私は沢山の悪   

霊をこ九まで打ち捉えてきたんだ［この会話の中では、精霊は自   

分を精霊とLて認めていない。占い師の中に入って＝憑依して、   

人間に変わることが精霊の目的であるのだ。－－－ S．C．］。  

腎．：もL彼をぶとうとするなら、あんたを捕まえておくからね。  

Ⅳa，：どうやって私を摘まえることができるんだい。私の本当の活   

動を観焉すろために砥が私をここに上んだのではなかワたのかい   

（精霊がぶつのをみるのもA．D．の興味のうちだろうということ）。   

（女に向かつて）お前、彼（Å．D．）をLつかりと支えて置きなさ   

い。私が彼（A．D．）の代わりにお前をぶつことができるというこ   

とにお前は気がついていないね。  

甘‥帖∴ 笑い申 ［今までは全くの冗談気分だった。ナチヨバは歌を   

うたって、雰囲気を真面目なものに変え上うとする。一－－S．C．］  

Ⅳa．：1．Sekelele皿a nyanga（手をたたきながら、甘．はコーラスを担   

当し、珂a．の後に続いて Sekel色皿a nyang乱 とうたう）。   

2，Seke lele bulumbu bataata，   

3．Sekelele buluElbu bachilindi．   

4．Ne nilla baa皿a． nenina taata，nenina 皿ukova．nenina   

皿ukaintu（このバートを繰り返す）．ティム、ティム、ティム、   
－－－－－ ンン  ンンンーーーーー 

5．Eentakve baama．eentakve bataata．（Na．．Y．，P．ⅣK．昔これらの   

バートを繰返しうたう。ナチヨパは小節と小節の合間に吐息、げ  
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つぶその他の音をもらLている）、（歌の終わりを閉めく くりと   
して）Ndi皿e Shattkalibone皿e kubuzya chilakata ya bula b■a   
他andu．［レンジェ語でうたわれている。彼女はまたチタンダに   

なっている。重々Lい雰囲気で、ふぎけた感じはない。］  

1．私の占う力を享受Lょう。   

2．乱の父の柑り勧を享受し上う。（占いの力は彼の父から彼へと   
受け継がれてきたものだ。）   

a．チりンディ（有名な墳所）に属Lている恩悪を享受しょう。   
4．私には母もいない、父もいない、類族も萎もいない。   

5．私は自分の力だけで間垣竜解決Lなけ九ばならないのだ。他人   
に助けを求めることは私には難しいことだ。なぜならそれは私に   

とって恥だ。私はンガンドゥだ（大変に力が強く、大変に裕福な   

人物だった）・の息子なのだむ S・C・に上九ばこの「私」は大変にプ   

ライドが高いょうである。］  
Na∴元気かい。（レンジ土語）  

P．¶E‥▲．D∴ 元気です。  

Ⅳa∴困ったことはないかい。  

P．靴‥んD．ニ いいえ、何も。  
帖∴フィー。どうもありがとう。［ダウ土ンペ峡谷の女の精霊が来   
たときチタンダは去ったが、今はダウユンペの女が去ウてまたチ   

タンダがやってきた。破はまた我々に挨拶Lてllる。一度に占い   

師に憑依できるのはただ一人の精霊のみである。－－－  ＄．C］  

口笛が続く。（チタンダはこの口笛のあとでまた去って  

いりた。）  

ⅣdiⅧe Shankalibonene kubu即a Cil油at叩a bula b■a 批aれdu．私   

が有名な女性であることが分かったでL上う。彼等（他の措霊た   
ち）はチリンディから姓が乗たかを話Lている。私はザンーヾジ何   

から来たウニ族（ダウエンペヤトンガのこと）の者だ。  

P．F柑．：ん骨．に英訳。彼女はプロンゴ（土地のこと〕と呼  

ばれている。   

Na．＝白人上（人・D・のこと）、お前に簡単な質問をLたい。穀物を植   
える土壌な知っているか。お前の出身地にもあろはずだ。［精霊  
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は彼女がどこから乗たかを今話Lている。そこには土はないのだ。   

この質問を、ばかげたものと受け取ってはいけない。チリンディ   

には、Baa皿iのための有名な 皿alende がある。この 皿alende は   

打an加ili山ほ（鳩の場所という意味、鳩は皿alendeに属する。）山   
にある。もし、私がチリンディに行ってブロンゴのことを尋ねて   

会海うとLても、それは不可能である中 彼女は有名だが弛も彼女   
の居場所を知らない。しかL、私がmalendeに行って手をたたき、   
皿alende に捧げものをす九ば、ブロンゴは私のところにやってく   

る。その時おそらく他のものたちにもプロンゴが憑依するだろう。   
－－－ S．C．］雨が降るとき、穀物を植え上うと士をならLはじめ   

ないかね。私の聞きたいことに答えてくれ。［彼女が土壌（ブロ   

ンゴ）と呼ば九る理由は彼女の局りにいる人々や他の看たもに彼   

女が穀物を供給するからである。－－－ S．C．］ぉ前が私をここに   

来る上うにと招いた張本人だ。お前の叡知をみてみたい。お前が   

本当に分かつているかどうかを知りたい。  

P．Ⅳk．に上る英訳。   

1．D．：はい、分かつています。  

Ⅳa・＝ だったら、もう私の名前■の重要であることを理解すべきだ。   

私は Shankalibonene kubuzya cilak且taya bula bTa Nk且ndu だ。   

さて、もLお前が利口なら、ブロンゴという私の名前は穀物を供   

給できるということだというのがわかるだろう。私はお前の穀物   

に必要な雨を提供できる昔なのだ［精霊の言うことは直哉的では   

ないが、何とか言わんとすることを伝え上うとLている。時には   

その場にいる長老がその意味を解L、周囲の人間に伝えょうとす   
る。これを皿a皿bilab且1iという－－－S．C．］。私がこの女竜詰九   

るとき、私は彼女がもっているこの道具にやってくる。この「赤   

ん坊」（mTan8）（写真2） という道具を通じて私はナチヨバが彼   

女のところへ来た患者を診断できる上うにL、病人に必要な薬や   
どこへいけば藁になる大の根を掘り起こせるかを彼女に告げるの   

である。この「赤ん坊」を年配者は件の周りにぶらさげていたの   

モある。私のこの仕事は、あなたたちヨーロッパ人が患者がいる   

ときにするのと同じことである。あなたたちも患者を調べてその   

困りごとが何であるかを見つけ出すのだろう。  

l．D∴ いつナチヨバは占い師になったのですか。  

陶∴私（精霊プロンゴ）は知らない。小屋の外にいる看たちに開い  
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てくれ。  

P．VE．が尋ねる。L979年という答えが返ってくる。   

A．D．：何故あなたは占い師になったんですか。  
Ⅳa：私（ブロンゴのこと）はいつ、どのょうにして始めたのかはわ   
からない。しかし、あなたは病気になったとき、例えば頭が痛く   
なったら、病院に行って何が惹いのかを調べるだろう。それと同   
じょうに私も病気になったとき占い師のところへ行ったのだ。   
この女の振舞がわかったとき（ナチヨノヾが占い師として活動して   
いるということ？）、私は彼女を通じて私を現わすようになった。   
私が死んで人々と意思の疎通が図れないことがはつきりと分かつ   
たので、この女の中に入ってくることにしたのだ。  
A．D∴ ナチヨバは治療のために病院に行ったのですか。  
腎．：いいえ。  

Na∴そのとき（ブロンゴがナチヨパの中に入りだしたとき）、この   
女（ナチヨバ）は占いを始めたのだ。ねえ、私の娘（ナチヨバの   
こと）は実は病院に行ったのだよ。医者たちは病気を見つけょう   
としたが、何も発見できなかった。しかL、いざとなると私は彼   
女の中にいる自分の存在を隠しておく ことができなくなった。お   
前たちが開いたあの音だよ。それを開いたものだから、弛もが彼   
女（ナチョバ）に病院は必要ないって分かったのさ。そのとき彼   
女の親戚たちは彼女を占い師のところに連れていったんだ上。占   
い師のところで彼女は自分にも占う力（ku刀Ciユーa）があることを   
知らされたのさ。  
P．NX∴彼女は占い師になる夢を見たのですか。  
Ⅳa∴夢に上ってではない。彼女に分からせるために彼女に憑依した   
のだ。私がやってきて、彼女を連れ去り、白い服を着せて川に連   
れていき水の中につけたのだ。それから黒いリンネルを彼女に与   
えた。そして、彼女は家に戻ると占いを始めたのだ上。  

P．NE．が上記の内容を英訳したとき、かなり異なった訳  
をした。複数の精霊が彼女に憑依したというのである。  
そこで以下の聞いになる。   

A．D∴ その精霊たちがあなた（ナチヨバのこと）に憑依しているん   

ですね。  
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Na∴そうだ、私（ブロンゴのこと）は依然として同じ人物だ、お前   
に話し簸けている者だ上。  

P．ⅣE．の択のせいで勘違いしたまま次の間いになる。  

んD．：それらの精霊たちはBaa扇ですか、banegloですか。◎  
Na∴私は 8anegloに属している。  
A．D．：Baamiでないのですね。  
Ⅳa∴B8amiには二つのタイプがある。一つはその精霊のために手を   
たたいて歌をうたったりするもので、私はこのタイプに属してい   
る。もう一つは雨を求めた人々が訪れる精霊である。Lかし、我   
々は雨のbaamiではない。  
A．D∴ 今、話しているのは 皿aIlegloですか。  
Ⅳa．：Ⅹameglo とは白い衣を嬢った者のことだ。しかL、お分かりの   
ょうにこの瞬間、私は黒いリネンを纏っている。だから私は雨を   
降らす着たちのグループに属Lている。もつとも今は爾を障らす   
時期ではない。私は雨乞い師のグループにおり、お前たちは雨乞   
い師に手をたたいて歌をうたう。お前ははつきりと分かつておか   
なければならない。  

［この占い師（プロンゴ）はナチヨパに憑依している他  
の精霊と交信できる。ナチヨバに憑依している他の精  
霊たちがこの占い師にも憑依しており、精霊のいうこ  
とに従っている。－－－ S．C．］  
口笛の音が凄く。（ブロンゴが去っていく合図である）   

Ⅳa．：（かん高い声で）私は今やってきたところだ。私は 皿aIleglo（   
banegloの単数形）だ。私の名前はShishiliya よiyandaだ。私は   
かつては病院で働いてた。私は死んだとき、病院で働いていた   
ときのように人々竜助けるために、戻ってくろことに決めたのだ。   
そ九ゆえ、高地トンガを治撰し続けることができるょうに、誰か   
に憑依することに決めたのだ。それゆえトンガで病気の人々を治   
療し続けることが出来るょうに、だれかに憑依することに決めた   
のだ。  
▲．D∴ ナチヲバは、どの上うな治療を占い師から受けたのか。  
帖∴彼等が私達（ナチヨバと憑依霊）にく九た呪薬は木の根である。   
私達はブッ；／ユへ行き、木の根を集めて、ある種類のものはなベ  
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のなかに入れて火にかけて沸騰きせた。そのなべを火からはずし   

て（ナチヨバの）身体の前に置き、上から毛布をなべと身体にか   

ぶせた。別の物は身体を洗うのに使い、他の物はkuyas8ula（カミ   
ソリで身体に傷をつけ、その上から塗る為の薬）用に使った。  
人．D∴ それから占い師は皿alende（繭）を作ったのですか。  

Ⅳa，：そうだ。  

Å・D∴ 皿alende を作った時、黒山羊、黒い雌鶏、白い嘩鶏等を殺し   
まLたか。  

軋針：黒山羊と白い雌鶏を殺Lた。  

Å．D∴ 彼女く ナチヨバ）は殺した動物の血を飲んだのですか。  
腎．：ええ、彼女は飲みまLた。  

A．D∴ そこに集った人達は雌鶏や山羊を食べまLたか。  

Ⅳa．：はい。  

九．D∴ nalende を作った時、人々が集ってきて手拍子を叩きました   

か。  

¶a∴ドラム缶二つにど－ル（bukoko）がつくら九 、沢山の人達がお   
祝いに駆け付けて来てくれた。白い皿がここに置か九、その中に   

背からの贈物のお金が入れら九た。霊に憑かれた者が出た事を祝   

って人々はお金を置いたのだ上［誰かが憑霊Lたので人々は幸せ   

な気分になった。霊に憑かれた者の周囲にいる看たちは病気にな   

った時や雨ごいの時に、その昔に助けて貰うことが出来るのだ－－   

S．C．］。  

A，D．＝ 彼女が今うたった歌は誰に習ったのですか。  

Na∴私（ナチヨバのことか精霊のことか不明）が、うたっている歌   

は、本当に私だけの歌だ上（誰からも習ったものではないという   

こと）。  

A．D∴ うたったら気分が薬になるのですか。  

Ⅳa∴もし軋（ナチヨバのことか精霊のことか不明）が蓑にいる女運   
のうたっている歌をうたったなら、私は踊りだす、私は笑いだす。   

それから本当に気分が良くなるのだ。たとえ病気の時でもね。  

A．D∴ 占い師になってからも構霊たちは夢に硯九、御告lヂをLたの   
ですかく この質問は返答するのがナチヨバだと息込んでいたため   

で、椿 霊が答えているとは考えていなかった）。  

帖．：それが私運のすることだ（占い師の夢に現九るのが精霊のやり   
方だということ）。私達がこの女（ナチヨバのこと）のもとに現   

九るとき、彼女は薙い眠りにおちいっている。翌勒彼女が目覚め   

たとき、睡眠中に私達が彼女に数えたことを覚えていて、どの病  
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気にはどの木の接が効くのか覚えている。そ九を彼女は翌日訪れ   

た人達に話して聞かせるだろう。「彼等（精霊のこと）が私（ナ   
チヨパ）を訪九て、どの木の根を使うペきかを指示Lた」と。そ   
九からこの女はプッシュの中に入っていって、私達が教えた木の   

根を探して鍬で撮り曳こすのだ。  

げつぷの著その他がつづく。   

Ⅳa．：この女（ナチヨバ）に憑依しにくる者の多くは、患者を治療す   

るのに使う自分たち独自の薬（大の根）を持って、妓女のもとを   
訪れるのだ亡 ナチヨバには、複数の異なった精霊が訪れものであ   

る－－一S．C．］。 この女に憑依している誰もが病気を治療する辛   

が出来なかったら、その精霊の治挿の手助けのために私はやって   

こなければならなくなるだろう。というのほ私が最初にこの婦人   

のところに来た［憑依Lた］からだ。今喋っている私こそが初め   
て彼女に憑いた者なのだ（いつにまにか話す主体がシシリヤから   

別の暗雲にかわっていろのに注意）。私の後に、lⅦendanjangula   
と呼ばれる男［ダウェンベの有名な占い師だった男で、葡に歯が   
一本付いていたといわれている…一一S．C，］がやってきた凸 それか   

らシシ リヤが来たのだ。  

P．批∴この精霊たちはナチヨバにとって相談役の医者にあたる。  

げっぷの菅   

A．p∴ 人々が治療に乗るまえに、彼等の来ることを予知できるので   
すか。  

Ⅳa∴夜夢の中で、翌朝やって来る人達を私（ナチヨバ？精霊？）は   

見ることが出来る。  
A．p．：人々竜治撰するとき何か道具を使うのですか。  
陶．：いいや。これ（椚ana と呼ばれる小さた木片）Lか使わない。   

こ九で人々の病気がどこから来るのかを占う。踊る時には白装宋   

に身を固める［この後実際に輌ってみせたときには、まず黒装束   

で踊、ついで白装束に着替えて現れた）。腰や足（ふく らはぎ）   

にも飾りを付ける。これを踊りの時に付ける［この語りの主体は   
ナチヨバなのか精霊なのかはつきりしない。実際に踊ってみせる   

のはナチヨバだが、精霊も自分が血腎ana を使いそLて踊るのだと   

語っていると考えることも出来る】。  
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A．D．：庭にある皿alende はどんな精霊のためのものですか。  
打a∴あそこにある田ale刀de（1日angaと呼ば九る木が植えら九ている   

部分）はBulongo（皿uSangu）の霊（山王imo埴）のためのものだ。   

私［ナチヨバのことか精霊のことか不明。Steve Choongo に上九   

ば、憑巫中でもナチヨバは私という権利があり、一方精霊津にもー   

私という権利があるコ があの malende の所有者である。だが、   

malende に必要なものすべてをもっている訳ではない。私達（精   
霊のこと）には戸外にmal餌de と関連した小屋が必要なのだ。お   

まえが病気になったら病院の中に入っていって診察を受けるょう   

に、私達は小屋を診療のために 使うんだ上。そ丸から 占い師が   

皿alendeを購九たとき夜を過ごすための別の小屋が必要なんだ上。   
このときナチぎバの声が変わろ。  
鮎∴私はチタンダだ。占いの小屋が建つことに関心をもっているの   

は私達なのだということをおまえに告げておきたい。小屋が出来   

たら、私達は出入口用の戸を見付けなくては。小屋の戸は常に面   

するこ事になるだろう。小量が建ったら私達はそこで患者の治療   

にあたることが出来る。私達は飲み薬用の、身体を洗うための、   

そしてkuyas8ula 用の木の根を服用させることが出来るだろう。   
今おまえに許しかけている私はチタンダだ。シシ リヤと呼ばれる   

女の大の親友だ。私達は多くの事で互いに助けあってきたのだ。   

この胸の中には実に沢山の他者がいるのだ。シシリヤがいて、チ   

タンダがいて、ブロンゴがいて…  

P．Ⅳk∴実に多く精霊が彼女の中にいるんだ。  

ビャ、ビヤ、ビャ、という声   

九，D∴ 彼女が使うこの道具は何ですか。  

札臥：これは赤ん坊（皿甲ana）というのだ。もうすぐ ¶kolola 儀礼  

（成女式）を迎える年頃になった少女にはだれにでも作られるのだ。  
（P．批．に向かつて）外で（malende の射で）踊る上と彼（A．D．）   

に伝えておくれ。  

この後ナチヨバは戸外に出て、nalende の射で踊り出L  

歌を歌った。彼女を取囲むようにして、m81ende の両側  
にホームステッドの女や子供達が膜を投げ出して座り、  

彼女の歌、踊りに合わせて手拍子を叩いた（写真 3，4）。  
踊りがすんだら、彼女は小屋に入って白い牒に着替えを  
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した。t写真 5） おモらくこの前後に彼女は自分自身  
に戻ったものとおもわ九る。捕りの時に彼女が身につけ  

ていたものについて質問した時、答える彼女の声の調子  

が元に震っていたからである。テープを開いていたStev  

e Choongo もsb．eis nロー加rselfとコメントLた。   

Ⅳ8∴（A．D．の上記の質問に対Lて）ガラガラの上うな物は精霊たち   

が私につけるょうに命じたのだ。斧は私達が踊る時に使う。動物   

の尻尾は、皿aSabe（と呼ば九る憑霊時に行う踊り）に使うのだが   
呪薬を溶かした水に浸一Lた後でその薬を振掛けるのに用いるのだ   

よ。斧は飾りの時にLか使わない。  

ニの質問の後、彼女の名前を開き、今はもう彼女は自分  

自身に戻ったのかと尋ねた。   

Ⅳa．：そうだ。おまえがおまえ自身であるょうに私も私自身だ。精霊   

たちは去っていった。  

1．D．：何時去っていったのセナか。  

Na．：たった今だ。だけどまだすぐそばにいる。彼等はこの回りにい   

るのだ。  

A．D∴ 霊が憑依Lている時はどんな感じですか。  
¶a．：そのときは胃が何かでいつぱいになったょうな感じだ。彼等が   

去ったときは私は酔つ払いのようになって、身体が大変脆くなっ   

た上うに感じる。そ九に身倖が痛くなる。それで精霊が去ってい   

ったのがわかるんだ。  

インタビューが終わってパトリ ックと帰宅の途につく。  

インタビューのことをバトリ ックと話合っていると、彼  

がナチヨバに憑依Lた精霊について疑問を述べた。「な  

ぜプロンゴが彼女に憑依していろんだ。プロンゴはダウ  

ユンペの方の精霊なんだ。そういう霊が彼女に憑依する  

のには何かわけがあるに違いない」。そこで私も「シシ  

】Jヤの霊が彼女に憑依するからにはナチヨパはシシリヤ  

が勤めていた病院に通っていたことがあるかもLれない  

な」と述べた。これらの点を確認すべく、我々はナチヨ  

バの家に引音速L、再度彼女にインタビューを試みた。  
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Ⅳa∴なぜ1uza皿bezi（ダウよンペ・トンガのこと）の精霊が私の中   

に入ったかというと、私達の親戚が峡谷（ダウ王ンペ）の方の出   
身だからだ。私達の祖父母はダウェンベで生者Lていた。彼等は   

そこでも皿alend8 を祀っていた。私の父とその額戚たちがこちら   

に移住Lて乗た時に、死者たち（祖先）も彼等の子孫の後を追？   
てきた。そ九と一緒にダウェンペの精霊たちもここ来ているのだ。  

A．D．：レンジェ（の精霊）の場合はどうですか。  

机h：レンジ＝【の人達がやってきて私の中に入ったのは、あなたたち   
ヨーロッパ人（A．D．のこと。日本人はヨーロッパ人としてトンガ   

のひとたちはカテゴライズしている）と私達丁フリカ人が出会う   

のと同じだ。時々ではあるが、私達は出会って虫互いを知り、大   

変に親L くなる。そ九と同じことが精霊（皿izi血0という詩がここ   

では使われている）㊤同士の間でも趣こるのだ。異なった部族の   
精霊同士が知り合いになるのだ。ち上うど私達が今日出会って知   

り合いになった上うに［そしてそれらの精霊がナチヨバの中に入   

るのである。そ九は偶然の出来事だとナチヨバは強調しているの   

である一一一S．C．］。  

んD∴1aneglo はどうですか。どこから果たのですか。  
Ⅳa∴それは病院で働いている人々と同じことだ。彼等はまぎりあつ   
ている。ヨーロッパ人もザンビア人もー緒になってそこで働いて   

いる。彼等は同じ仕事をLている。そして人々が死んでからも、   
ヨーロッパ人が死んでも、ザンビア人が死んでも、彼等は生前と   

同じ仕事を捷ける。精霊になっても彼等は出会って知り合いにな   

り、一結に人々を袷碩Lて助けるためにやってくる（憑依する）   

のだ。m丘neglo とはヨl一」ロツパ人、白人の（霊の）ことだ。  
A．D．：彼女（ナチヨ′ヾ）は病院で働いたことがあるのかな。  

恥∴私自身（ナチヨバ）はこれまで病院で働いたことはない。私の   

中に入ってくるあの人遠は、かつて看護婦とLて病院に勤めてい   

た経験のある人連だ。  
んD∴ ■彼女は親族がダウェンぺ出身（Lusitu地区）だと言っていた   
が、いつごろこちらの方（Plateau の地帯）に来たのですか。  

軸∴私自身がダウェンペで生ま九た訳ではない。 私の曾祖父母、祖   
父母たちがそこにいたのだ。そLて父やその他のものがこちらに   

やってきて、そ九から私が生まれたのだ。  

A．D．：他の精霊たちはどこからやってきているのか。  

陶．＝他の精霊は西方［帖皿甘ala Districtの一aala】や麗or嶋u の方か   

ら来ているt マアラから来た精霊はイラ族、モングから来たのは  
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ロブの精霊である］。多くの部族の精霊が私に憑依する。ベンバ、  
トンガ、ザンペジ（ダウェンペ・トンガのこと）、イラ、トカ  レ

 
く
 
く
 
 
 

（高地トンガ上り南方に居住）などである。ナンペジからや  て
 
て
 
 

つ
 
 る女（の精霊）は大変に手強い人で、彼女が私のところにやつ  

ろと、（憑依中は）私が食事をするのを望まないことがあるL   
私が他に必要ないろいろのことをするのをいやがるのだ。彼女が   

来たときは、私はいつもじつと静かにLていて、食事もLないの   

だ。このザンベジの女性は、魚と豚を私が食べるのをやめさせた   

のだ。  

以上が占い師ナチヨノイに対Lて行なったインタビューの記簸で凍  

る。パトリ ックによる通訳の時間やナチヨバの戸外での踊りの時間  

も含めると、約 2時間士したことになる。本稿の目的は、憑霊中に  
占い師の口を通Lて誇ら九た事軋配線Lておくことにあるのだが、  
今後の見通Lのために、上記のテクストに含ま九ている幾つかの問  

題点を次席で滑赫Lておきたい．  

展望  

1．インタビュー中及び、後にテープを繰り返L開いて耳に残つ  

たのは、トランスの最中にナチヨバが発するげっぷをはじめとする  

様々な昔である。こ九らの曹は普通は「雑音」（ノイズ）として、  

分析の陳に見落き九るきらいがある。「雑音」とLて把返すること  
が、実は、文化的に有意味な情報（メッセージ）がそこにコード化  

き九ていない筈だという分析者側の予断あるいはエスノセントリズ  

ムなのではないだろうか。   

しかし、「上モ昔」の耳には、言葉になっていない単なる雑音で  

しかなくとも、当の人々の耳には有意味な青かもL九ないのだ。例  

えば、テクストのa・モの口笛や晋は、牛追いを義兵し、同時にその  
場面で豊壌する精霊が沢山の牛を飼っていたレンジュの首長ムクニ  

であるのを告げていることが、スチトープの耳に解るように。   

また、仮にこ九らの昔が象徴的な意味をもたなくとも、音が尭せ  

ら九ている場がトランス、憑依の場面であることを当の昔自身が告  

げ、人々の経験を茸式化する役割を有している可能性もありそうで  

ある。即ち、げっぷや口笛等の昔が操喩（メトニミー）とLて憑依  
の時を告げる合図になっているかもしれないのだ。  
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レザィ＝ ストロースが説くょうな宇宙論的な衝撃音だけではなく  

（C・LEVJ≡ST丑A打SS．1969 Tbe鮎丁且nd the Co8ked，pp288－9）、一  

見墳末とも聞こえる様々な音に注意を向けるべきであろう。  

2・一人の人間に複数の精霊が憑依しているのも、トンガの特徴  

の一つと言えょう。ナチヨパの場合は、一度にではなく、時間的経  

過の中で次々と異なる精霊が憑依したのである。筆者が1g88年 9月  
20日にインタビューした男性（1g57年生まれ）は、4種類の楕層が  

憑依していると語った。はじめ病気になって見た夢では（本稿の冒  
頭で運べたプロセス aに相当）皿aneglo Lか現九なかったが、後に  

占い師に治療Lて苦ったところ、maneglo の他に、baami，m且亡00ba．  
Kvend8njangla も憑依していることが分かったという。Lかし、何  

故ある精雪が特定の人物に憑依するかは定かではないし、人々の意  

識の上でもとりたてて問題になっているようにも見えない 。精霊ブ  
ロンゴ（ダウェンペ・トンガの精霊）の上うに来歴がいつもはつき  

リLているとは限らないのだ。何の線もないと思わ九るヨーロッパ  

人男性が（トンガと文化的に類似Lているイラ旗の）ある女性に憑  

依Lたこともあろ。彼女はそれまで充分な英語教育を受けていない  
にも拘らず、憑依されるや流暢な英語を喋り出Lたという。   
またかつて人間だった精霊のみが憑依するのではない。ライオン  

や時計等、人間以外の物が憑依するのもトンガでは決して稀なこと  

ではない（ 憑依する物のサストについては、 E．CoIson．1969  

¶ spirit Possession anong the Tonga of Za皿bia’inJ・Beattie  

andJ．1iddleton（eds・）Spirit Yediunship and Societyin  

Afrlca R且P を参照のこと）。   

しかし、憑依霊の多様性にもかかわらず、精霊の特徴、分類につ  

いてトンガの人達の見解は極めて鹿味である。テクストの b付近で  

も明らかな要に、精霊ブロンゴ自身でさえ、自分の帰属するタイプ  

については暁味である（Baamiと言ったり、Baneglo と言ったりLて  

いる）。   

調査中、憑依霊として人々が度々口にしたのはmanegloである（  
この精霊は上述のコルソンのリストには豊壌していない）。ナチヨ  

バは、ヨーロッパ人（白人）の精霊がmaneglo だと述べている。 し  

かし一方で彼女（正確には彼女に憑依した霊）は「白い服」を着た  

「人」が舶negloだと言っており、その見解を支持する人もいる。  
ただし、その場合、「人」がザンビア人のことか∃■－－口ツパ人なの  

かははつきりしないことがある。衣服の色、皮膚の色、いず九にせ  
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上、白がnane藍lo と象徴的に結び付いていろことは確かめられるの  
だが（例えば、止alende をつくるとき憑依塞が皿aneglo であれば、  

白い鶏や山羊を殺Lて食べる）、そ九以外の精霊の特儀、例えば精  
霊と結び付いた特定の病気の有無等に関Lて、（筆者の講査能力の  
不足のせいもあって）明快な情報を引き出すことは出来なかった。  
コルソンも措鯖Lているが（ibid．）、精霊に憑依さ九ているという  

事実のほうが、精霊のあれこ九の特赦上りもトンガの人々にとって  

重要であるょうに思わ九る。   
テクストのb では、精霊ba已凪iの タイプにも言及さ九ている。  

b且a血iは、雨乞い師とLて名声の高かったChlef山nze暮ukuluの霊  

である。よ作物の収穫後の「感謝祭」に、あるいは日照りの時に、  

人々はbaaれiが憑依Lている占い師の皿alendeに集まり、手をたた  
き歌い踊る。■前■者の場合、トウモロコシの地酒を占い師が人々に振  

♯う。従って、b でナチヨバの口を借りて語っている精霊プロンゴ  

の一見矛盾するょうな自己の帰属に関する言説は、baapiと呼ば九  

与精霊に対して人々が集まるのは、雨乞いの時と降雨の結果の収穫  

への感謝の時の主に二度にわたってであるということをのべたもの  

と解するべきであろう。qameglo が白と結び付くょうに、baa皿iは  

黒と象徴的に結び付く。病気のとき、夢の中で黒い服を着た昔が現  

九たら、それはbaamiである（はつきりと確認出来なかったが、黒  

は雨雲の色を蓑果しているょうである）。   
この他、ある青年（1g5丁年生ま九、既出）に上れば、皿aCOOba と  
いう精霊は白、黒、赤のどの色の服でも着て夢の中に現れ、蜘enda  

njanglaは赤い服を着ているという。別の女性占い師に上九ば、彼  
女に憑依Lている皿arengiJLent という精霊は茶色の為に表象される  
という。精霊の幾つかは、この様に色彩によって分類さ九ている。  

特に1aneg18 の白とbaa皿iの黒は一つのセットを成Lている。例え  

ば、病気措辞のため皿alende をつくろうとする時、病人は占い師か  

ら、黒い服と白い服を両方赫える上うに命じら九る。病気になった  

時見た夢で初めて現れた精霊がどもらか一方の服だけを着1いょう  

とも、多くの場合、黒白共に 用意する辛が 要求さ九る。また、  
nalen由 の木に黒い布や白い布が引っ掛けら九ていることもある。  

人々と精霊との関係を安定したものにナるための基礎的な象徴とL  
て農と白（の阻や布）が利用されていて、しかもモれらほ一つのセ  
ットとしてはじめて意味をもちうるのではなかろうか。   

しかし、色彩に上る分類はすべての精霊にあてはまる訳ではなく  

精霊に関する入念かつ明確な観念体系がトンガには存在するょうに  
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は見えない。  

3．トンガでは、精霊一般を指す誇とLて bas且ng（単数形は  
皿uSangu）、1uTO、皿uuya等があるが、テクスト中のc にもあるよ  

うに、皿izinoがそ九らの代りにしばLば使わ九ることがある。Lか  
L、厳密にいうなら、JhiziLOは祖霊（ancestralspirit）だけを本  

来は楷示する帯である。トンガもその一部であるパンツ一系箱社会  

の宗教の特憩は祖霊崇拝である。とはいえ、今日のトンガの社会生  

活の中で祖霊が占める比重は決Lて大きくはない。とりわけ彼等の  
災国論体系の中では憑依霊や悪霊、ソーサラーの方が重要になって  

来ている。皿izi皿0の語の使用は、半ば消臭しつつある崇拝の対象左  

拇す言葉が、その本来の意味に限定されず、その意味の指示対象を  

拡大Lて使用さ九ていることを物語るものであろう。そこに隠さ九  
た霊魂観の層化にも今後注意Lていかなけ九ばならない。  

4．パトリ ックが憑霊中の語りの主体を誤解したということは、  

憑霊がすぐれて自己組織化に関わるものであることを明らかにして  

はいないだろうか。  

端的に言って、悪霊現象は、トランスに限定せずとも、自己が自  

己でなくなる状態のことであり、その場合、自己を「所有する」（  
possess）のは自己ならぎる他者、即ち人間ならぎる精霊である。  

そこでは、自己の身体は自己のものではなくなり、いわIfm個の主  
体が一つの身体を分有し命令を与えていることになる。Lかし、同  

一の筈の身体、即ち、日常自己を自己とLて物理的に基礎付けてい  
る筈の身体も実は少なからず変容する。例えばナチヨバの場合には、  

別の精霊が来るたびに変化すろ声色、トランス中及びトランス直後  

の険Lい顔付き、食物摂取の変化等、自己が自己である時とは異質  

の崩内達動等が組織化・着用され、日常の中で「自己の身体」に抑  

圧され潜在的であった可能性とLての別の身体が、そこには登場し  

てくることになるのである。精霊が憑依＝ 所有Lた自己は、精神面  
だけでなく、身体面においても、そのアイデンティティの明確な境  

界を失い、世界に向かつて聞かれているのである。   

通常我々は、自己が自己であるということを確固たる自明の型と  

して受けとっている。LかL、そ九が決して自明のものでも単純で  

実体的なものでもないことを、憑霊という現象は明らかにしてく九  

る。  
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精神医学者の木村故氏の一連の著作からも明らかなょうに（例え  
ば「自覚の精神病理」、r自己・あいだ・時間」等）、自己が自己  
とLて生起してくるプロセスは、絶えざる内的差異を学んでいる。  

悪霊というプロセスは、この自己差異化の瞳端な形態モあり、そこ  

では「私というもの」「自分というもの」を成立たせている、「私  

ということ」としての「場所」が私ではない他者に占有されている  

状態なのである。   

さらに、この他昔が精霊であるということは、高地トンガのコス  

モロジーに重要な意味牒もつ。社会学昔の構爪大三郎氏は、人々が  

幽難な事態に対処する時、共同利幸ないし社会観範を告知する言衰  

塩非人称に上る発話（たとえば裁判所における判決など）とLて実現  
するところに畠の填心があると述べている。そして「未開社会」に  

おける非人称に上る発話（発話の主体が「彼本人でありえない」ょ  

うな発話）の事例とLて、憑依に上る託宣を挙げている（構爪大三  

郎，1g81「法の記号論へ」F記号学研究」1）。占い師の語りはそ  
九を彼自身が語っていないと認めら九ている限りに於て正当な権威  

ある発言になるのである。艶のものでもない帝りは、とりわけ占い  

の上うにその内容を予測しがたい語りは、共同体内払の利春対立を  

越えた共同体の外部に位置づけら九るが故に権威を獲得するのであ  

る。そして憑依する精霊のアイデンティテ＝らミ、トンガの上うに不  

明確であ九ばあるほど、発話する主体の非人称性は強まるのである。  

逆説めくが、権力の源泉に人が近づくことができなければできない  

だけ、秘密めいてい九ばそれだけ一層、その源泉の力は強固になる  

のである（cf．J．S．LaFontaine．197T ThepoYer Of rights．inlan  

（n．s．）12）。   

憑依規塵は撮めて個人的な体験である。LかL、自己を他有化す  
る主体を精霊と見なすのは文化に属する。これには他の占い師の託  

壬が介入Lている。私的な精神疾患及び身体変調はコスモロブーの  

中に組込ま九読みとられていく一方、新たな権力の源泉としてコス  

モロブーを再縞成Lていくのである。憑依にみら九る自己差異化と  

権力の関わり等、従来の研究であまり顧みら九なかった側面にこ九  

から目を向けていかなけ九ばならないだろう。占い師の弟子になる  

ことができるだろうかという筆者の聞いに、精霊が憑依Lて病気に  

ならなければいけないから、 おまえには 無理だと言った 丑eyford  

¶gon8氏（筆者が居候Lていた豪の主人）の意見を今一度考えて与  

ても無駄ではあるまい。  
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